
2021年3月期通期連結業績予想数値の修正（2020年4月1日～2021年3月31日）

修正の理由
光学事業の主力である教育市場において、国内では文部科学省による「ＧＩＧＡスクール構想」を打ち出した影響で、

ＩＣＴ機器の市場が活況となりました。その結果、電子黒板や書画カメラの販売が堅調に推移しています。海外でも、欧米を
中心に学校のオンライン授業や企業の遠隔ミーティングでの書画カメラの需要が増えています。利益面では、積極的な原
価低減活動により利益率改善が進んでいることにより、通期連結業績予想を上表のとおり修正いたします。

※本資料に記載されている業績予想に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の
前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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業績予想の修正に関するお知らせ

最近の業績動向を踏まえ、2020年5月15日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお知ら
せいたします。

記

● 業績予想の修正について

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰
属する当期純利

益

1株当たり当期純利
益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 22,500 1,500 1,400 1,300 96.46
今回修正予想(B) 25,000 2,000 1,900 1,700 126.14
増減額(B-A) 2,500 500 500 400
増減率(%) 11.1 33.3 35.7 30.8
（ご参考）前期実績
（2020年3月期）

22,357 1,443 1,384 1,319 97.91

以 上


